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P.1 seebiblia ブックトリップ～本の世界を旅しよう！！～

自
由
の
体
現
者
。
本
書
で
は
、「
人
生
と

い
う
旅
」
に
着
眼
し
た
著
者
の
言
葉
を
写

真
と
共
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
キ
ノ
の
旅
』
は
シ
リ
ー
ズ
で
推
し
た

い
作
品
だ
。
主
な
登
場
人
物
は
、主
人
公・

キ
ノ
と
相
棒
・
エ
ル
メ
ス
（
し
ゃ
べ
る
二

輪
車
）。「
一
つ
の
国
に
三
日
滞
在
」
と
い

う
ル
ー
ル
の
も
と
、
一
人
と
一
台
の
旅
路

を
描
い
た
短
編
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。

　

登
場
す
る
国
は
異
な
る
文
化
や
文
明
、

思
想
や
価
値
観
を
持
ち
、
す
で
に
滅
亡
し

て
い
る
国
も
あ
れ
ば
建
国
し
て
間
も
な
い

国
も
あ
る
。
多
様
な
国
々
の
中
で
繰
り
広

げ
ら
れ
る
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
感
動
し
た
り

ぞ
っ
と
し
た
り
切
な
く
な
っ
た
り
、
様
々

な
衝
撃
を
読
み
手
に
与
え
て
く
れ
る
。
内

容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
黒く

ろ
ぼ
し
こ
う
は
く

星
紅
白
が
描

く
イ
ラ
ス
ト
も
美
し
く
鮮
や
か
で
、
キ
ノ

の
世
界
観
を
彩
っ
て
い
る
。

　
　
　
＊　
　
＊　
　
＊

紹
介
す
る
写
真
集
だ
。
誰
し
も
幼
少
期

に
、
現
実
で
は
あ
り
え
な
い
よ
う
な
美
し

い
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
に
没
頭
し
た
こ

と
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
さ

に
「
ブ
ッ
ク
ト
リ
ッ
プ
」
の
名
に
ふ
さ
わ

し
い
一
冊
だ
。

【
あ
わ
せ
て
読
み
た
い
！
】

・『
異
世
界
に
一
番
近
い
場
所
』（
清
水
大

輔
／
著
、
パ
イ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、

２
０
１
９
年
、
所
蔵
：
江
古
田
）

・『
世
界 

伝
説
と
不
思
議
の
物
語
』（
パ
イ

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
２
０
１
３
年
、

所
蔵
：
江
古
田
）

　
著
者
は
東
京
都
出
身
。
自
営
業
を
経
て

出
版
社
を
設
立
。
結
婚
後
、
す
べ
て
の
肩

書
を
捨
て
て
妻
と
と
も
に
世
界
一
周
の
大

冒
険
へ
。そ
の
後
、世
界
各
地
を
回
り
様
々

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
勤
し
み
な
が
ら
、
執

筆
活
動
も
続
け
て
い
る
。
そ
ん
な
彼
の
肩

書
は
〝
自
由
人
〟
だ
。
や
り
た
い
こ
と
を

躊
躇
わ
ず
や
り
た
い
だ
け
や
る
。
ま
さ
に

　
「
さ
ん
ぽ
道
」
と
聞
い
た
と
き
、
最
初

に
何
を
連
想
す
る
だ
ろ
う
か
。
慣
れ
親
し

ん
だ
家
ま
で
の
帰
り
道
、
小
さ
い
頃
に

使
っ
て
い
た
抜
け
道
、
散
策
を
習
慣
づ
け

て
い
れ
ば
専
用
の
散
歩
コ
ー
ス
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。
本
書
は
、
日
常
で
い
つ
も

目
に
し
て
い
る
「
道
」
に
焦
点
を
当
て
、

フ
ラ
ン
ス
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー
な
ど
、
春
夏
秋

冬
ご
と
に
世
界
各
地
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク

な
路
地
裏
の
様
子
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

本
書
は
、〝
実
在
す
る
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

の
情
景
〟
を
、
物
語
や
逸
話
と
と
も
に

パイインターナショナル／
編著、パイインターナショナ

ル、2019年、所蔵：中央

WANDERLUST／編、
光文社、2019年、所蔵：野方

高橋歩／編著、
A-Works、2003年、

所蔵：野方

世
界
幻
想
と

     

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
情
景

時雨沢恵一／著、
KADOKAWA、

2020年、所蔵：中央

まだ油断できない状況下、せっかくの連休も、外出をためらう方はいる
のではないだろうか。そんなときこそ、ぜひ本をおススメしたい！
本はその場で手軽に冒険や外出気分を味わうこができる、まさに在宅ワー
クならぬ在宅トリップを楽しめる優秀なツールでもある。
今特集では、そんな「ブックトリップ」に最適な本を紹介する。

キ
ノ
の
旅 

Ⅹ
Ⅹ
Ⅲ

人
生
の
地
図

世
界
の
さ
ん
ぽ
道

※ 

本
誌
の
掲
載
内
容
・
お
知
ら
せ
情
報
は
記
事
作
成
当
時
の
も
の
で
す
。



seebiblia P.2P.3 seebiblia 中野と国際交流中野と国際交流

♦
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
っ
て
ど
ん
な
場
所
？

　
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
首
都
。
港
を
囲
む
よ
う
に
街
が
広
が

り
、
海
外
貿
易
の
中
心
を
担
う
。
海
峡
か

ら
強
い
風
が
吹
き
つ
け
る
た
め
、「
ウ
ィ

ン
デ
ィ
・
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
（
風
の
街
）」

と
も
呼
ば
れ
る
。
政
治
経
済
の
中
枢
都
市

で
あ
り
、
国
会
議
事
堂
や
大
企
業
の
ビ
ル

が
集
中
す
る
。
ま
た
、
歴
史
的
建
造
物
や

博
物
館
・
美
術
館
・
劇
場
も
数
多
く
有
し
、

芸
術
や
文
化
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
て
い

る
。特
に
２
０
０
１
年
公
開
の
映
画『
ロ
ー

ド
・
オ
ブ
・
ザ
・
リ
ン
グ
』
は
ウ
ェ
リ
ン

ト
ン
出
身
の
映
画
監
督
ピ
ー
タ
ー
・
ジ
ャ

ク
ソ
ン
氏
が
手
が
け
て
お
り
、
シ
リ
ー
ズ

の
大
ヒ
ッ
ト
に
よ
っ
て
、
映
画
産
業
で
世

界
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。

♦
中
野
区
と
の
関
係

　
中
野
区
と
ソ
ウ
ル
市
特
別
区
陽
川
区
は
、

２
０
１
０
年
11
月
、
陽
川
区
訪
問
団
が
中

野
区
を
訪
れ
、
姉
妹
都
市
関
係
を
締
結
し

た
。
そ
の
後
も
互
い
に
訪
問
団
を
結
成
し
、

交
流
を
深
め
て
い
る
。

　
両
区
の
間
で
は
、
互
い
の
発
展
や
両
区

民
の
福
祉
の
増
進
、
日
韓
両
国
の
友
好
親

善
の
た
め
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
行
政
な

ど
様
々
な
分
野
で
協
力
し
合
う
こ
と
を
約

束
し
て
い
る
。

♦
主
な
交
流
活
動

・
中
野
区
区
民
調
査
団
の
派
遣

・
中
野
区
訪
問
団
に
よ
る
陽
川
区
訪
問
、

行
政
課
題
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
、
区
内

施
設
の
視
察
、
記
念
植
樹

・
陽
川
区
代
表
団
に
よ
る
中
野
区
訪
問
、

日
本
文
化
や
中
野
区
の
取
り
組
み
、
施
設

の
視
察

♦
陽
川
区
っ
て
ど
ん
な
場
所
？

　
陽
川
区
は
、
ソ
ウ
ル
市
の
都
心
か
ら
少

し
離
れ
た
南
西
部
に
位
置
す
る
。「
木モ
ク
ト
ン洞

ア
パ
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
る
大
規
模
団
地
が

あ
り
、
市
内
に
お
い
て
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
人
口
密

度
は
韓
国
で
も
最
高
水
準
で
あ
る
。

　
陽
川
区
中
心
駅
の
梧オ
モ
ッ
キ
ョ

木
橋
駅
付
近
に
は
、

ソ
ウ
ル
出
入
国
・
外
国
人
庁
や
大
手
民
間

放
送
の
Ｓ
Ｂ
Ｓ
木
洞
放
送
セ
ン
タ
ー
、
百

貨
店
が
集
ま
る
。
そ
の
近
く
に
位
置
す
る

野
球
場
や
ア
イ
ス
リ
ン
ク
を
有
す
る
木
洞

総
合
運
動
場
で
は
、
年
間
を
通
し
様
々
な

競
技
が
開
催
さ
れ
る
一
方
、
区
民
に
は
運

動
場
と
し
て
よ
く
活
用
さ
れ
て
い
る
。

♦
中
野
区
と
の
関
係

　
両
都
市
間
で
は
、毎
年
夏
季
に
「
中
野・

ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
友
好
子
ど
も
交
流
」
を
実

施
し
て
い
る
。
中
学
生
の
受
け
入
れ
と
派

遣
を
交
互
に
行
い
、
子
ど
も
た
ち
の
国
際

的
な
視
野
の
獲
得
、
相
互
理
解
を
目
的
と

し
て
い
る
。
こ
の
事
業
は
１
９
８
５
年
５

月
に
始
ま
り
、
現
在
に
至
る
ま
で
673
人
の

子
ど
も
た
ち
が
互
い
の
国
を
訪
れ
た
。

♦
主
な
体
験
内
容

・
中
野
の
生
徒

英
語
の
特
別
授
業
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

固
有
の
自
然
の
現
地
学
習
、
洞
窟
探
検
、

先
住
民
族
マ
オ
リ
の
あ
い
さ
つ
体
験
等

・
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
の
生
徒

日
本
語
の
特
別
授
業
、
華
道
・
茶
道
体
験
、

乗
蓮
寺
の
大
仏
や
日
本
科
学
未
来
館
等
の

施
設
見
学
、
伝
統
舞
踊‶

ハ
カ
″
の
披

露
等

協
力
関
係
）
を
締
結
し
た
。
以
降
、
行

政
、
文
化
、
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
幅
広

い
分
野
で
活
発
な
交
流
を
行
っ
て
い
る
。

２
０
２
１
年
に
は
友
好
区
関
係
締
結
35
周

年
を
迎
え
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
交
流
を
行
い
、
両
区
の
さ
ら

な
る
発
展
に
協
力
し
合
う
こ
と
を
約
束
し

た
。

♦
主
な
交
流
活
動

・
両
区
の
行
政
制
度
の
学
習
、
教
育
交
流

・
区
民
訪
中
団
の
派
遣
に
よ
る
現
地
の

人
々
と
の
交
流
や
文
化
の
学
習

・
中
野
区
西
城
区
友
好
親
善
少
年
軟
式
野

球
大
会
の
開
催
（
現
在
ま
で
全
22
回
）

・周
年
事
業
の
実
施
。
締
結
20・30
周
年
時
、

な
か
の
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
ホ
ー
ル
で
芸
術
団
や
武

術
協
会
に
よ
る
講
演
の
開
催
や
記
念
植
樹

等
が
行
わ
れ
た
。

♦
西
城
区
っ
て
ど
ん
な
場
所
？

　
北
京
市
の
中
央
に
位
置
し
、
天て
ん
あ
ん
も
ん

安
門
の

西
側
に
隣
接
す
る
区
で
あ
る
。
人
民
大
会

堂
、
国
務
院
な
ど
政
府
の
重
要
施
設
や
、

国
立
国
家
図
書
館
、
首
都
博
物
館
を
は
じ

め
と
す
る
多
く
の
文
化
施
設
を
有
し
、
教

育
に
力
を
入
れ
て
い
る
区
と
し
て
知
ら
れ

る
。「
北
京
の
渋
谷
」
と
呼
ば
れ
る
西せ
い
た
ん単

の
商
業
地
区
が
あ
り
、
そ
ば
に
は
北
京
金

融
街
も
位
置
す
る
。
そ
の
他
に
世
界
最
古

の
皇
室
庭
園
で
あ
る
北ほ
っ
か
い海
公
園
、
広
大
な

敷
地
を
持
つ
パ
ン
ダ
で
有
名
な
北
京
動
物

園
も
あ
り
、
中
心
市
街
地
と
し
て
栄
え
て

い
る
。

♦
中
野
区
と
の
関
係

　
１
９
８
６
年
９
月
、
中
野
区
は
北
京
市

西
城
区
と
友
好
区
関
係
（
当
時
は
友
好

琴の演奏に挑戦する
ウェリントンの生徒（2019 年）

中
野
区
と
交
流
関
係
を
持
つ
都
市
を
皆

様
は
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
友
好
都
市
・
姉
妹
都
市

で
あ
る
「
中
国
・
北ぺ

き
ん京

市
西せ

い
じ
ょ
う城

区
」「
韓
国
・
ソ
ウ

ル
市
陽ヤ

ン
チ
ョ
ン川

区
」、
そ
し
て
子
ど
も
交
流
事
業
を
行
っ

て
い
る
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
市
」

の
３
都
市
で
あ
る
。
今
号
で
は
以
上
３
都
市
の
特
徴

や
こ
れ
ま
で
の
交
流
活
動
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
気

軽
に
海
外
へ
行
け
な
い
こ
ん
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、

中
野
と
関
わ
り
深
い
都
市
に
思
い
を
馳
せ
て
み
よ
う
。

　
　
※
参
考
文
献
は
６
ペ
ー
ジ
を
参
照

老年大学（中国の高齢者向け学校）にて
絵画の講義を見学する区民訪中団

（2016 年）

陽川区代表団による表敬訪問時、
（左から）酒井区長と金

キ ム

陽川区庁長
（2018 年）

北京市

ソウル市

※ 

本
誌
の
掲
載
内
容
・
お
知
ら
せ
情
報
は
記
事
作
成
当
時
の
も
の
で
す
。
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妙
正
寺
川
が
環
七
通
り
と
交
差
す
る
新

昭
栄
橋
付
近
か
ら
三
谷
橋
に
か
け
て
、
河

川
整
備
工
事
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

野
方
図
書
館
か
ら
も
工
事
の
風
景
を
見

る
こ
と
が
で
き
、
重
機
が
作
業
す
る
様
子

を
興
味
深
げ
に
眺
め
る
利
用
者
の
方
が
多

く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

妙
正
寺
川
は
、
杉
並
区
妙
正
寺
公
園
の

妙
正
寺
池
を
水
源
と
す
る
流
れ
が
、
白
鷺

１
丁
目
の
下
鷺
橋
下
の
湧
水
、
江
古
田
川

と
合
流
し
、
杉
並
区
・
中
野
区
・
新
宿
区

を
流
れ
る
荒
川
水
系
の
一
級
河
川
で
す
。

延
長
９
・
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
流
域
面
積

２
１
・
４
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
大
き
く

蛇
行
し
た
流
れ
は
下
落
合
駅
付
近
で
高
田

馬
場
分
水
路
に
流
入
し
、
豊
島
区
の
高
戸

橋
で
神
田
川
合
流
し
て
い
ま
す
。

沿
川
一
帯
の
住
宅
が
浸
水
被
害
を
受
け
て

し
ま
う
危
険
な
状
態
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

下
流
部
で
整
備
が
進
め
ら
れ
た
一
方
、

上
流
部
の
大
規
模
な
整
備
は
昭
和
30
年

代
を
待
つ
こ
と
と
な
り
ま
す
。
き
っ
か
け

は
台
風
に
よ
る
被
害
で
し
た
。

昭
和
33
年
９
月
の
台
風
22
号
（
狩
野

川
台
風
）
で
は
、
妙
正
寺
川
、
桃
園
川
、

神
田
川
な
ど
が
氾
濫
し
、
床
上
床
下
合
わ

せ
て
六
千
軒
以
上
の
浸
水
、
家
屋
の
流
失

や
全
半
壊
、
護
岸
や
道
路
の
破
損
な
ど
大

き
な
被
害
を
出
し
ま
し
た
。

こ
の
台
風
の
以
前
、
昭
和
30
年
度
か

ら
実
施
さ
れ
た
土
木
施
設
整
備
４
か
年
計

画
で
は
、
道
路
や
排
水
施
設
の
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
28
年
時
点

で
区
内
に
あ
っ
た
木
製
の
橋
梁
44
基

が
、
昭
和
35
年
に
は
４
基
に
ま
で
数
を

減
ら
し
、
鋼
製
や
石
積
み
の
橋
に
置
き
換

え
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
道
路
の
舗
装
は

簡
易
的
な
も
の
に
と
ど
ま
り
、
河
川
の
整

備
は
あ
ま
り
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

水
害
に
よ
り
周
囲
に
大
き
な
被
害
が
出

た
こ
と
も
度
々
あ
り
、
昭
和
、
そ
し
て
平

成
・
令
和
と
河
川
整
備
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
工
事
の
記
録
か
ら
は
、
昭
和
以
降

中
野
の
街
の
様
子
が
大
き
く
変
化
し
た
こ

と
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

◆◆
生生
活活
をを
支支
ええ
たた
昭昭
和和
のの
工工
事事

豪
雨
の
た
び
に
氾
濫
す
る
妙
正
寺
川
の

整
備
は
、
は
じ
め
に
昭
和
７
年
か
ら
14

年
に
、
下
落
合
の
神
田
川
と
の
合
流
地
点

か
ら
上
高
田
の
御
霊
橋
に
か
け
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
護
岸
を
築

造
し
、
そ
の
後
河
道
部
の
掘
削
を
行
い
ま

し
た
。
河
道
の
掘
削
や
土
の
運
搬
は
主
に

人
力
で
行
わ
れ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。当

時
の
記
録
『
神
田
上
水
竝
同
支
流
妙

正
寺
川
改
修
工
事
概
要
』
に
は
、
改
修
前

の
妙
正
寺
川
に
つ
い
て
「
本
川
は
一
般
に

紆
余
曲
折
殊
に
甚
だ
し
く
幅
員
狭
小
」
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
河
岸
は
「
概
ね

自
然
の
儘
に
放
任
せ
ら
れ
、
河
岸
地
に
は

草
木
発
生
し
土
砂
河
床
に
堆
積
し
荒
廃
甚

し
く
」「
荒
蕪
地
は
住
宅
地
と
化
し
従
て

河
川
敷
は
漸
次
埋
立
て
ら
れ
そ
の
幅
員
を

一
層
狭
め
ら
れ
甚
し
く
通
水
を
阻
止
せ
ら

る
る
」
と
あ
り
、
一
度
豪
雨
が
起
き
れ
ば

妙正寺川の水源、
杉並区の妙正寺池。

妙
正
寺
川
の
工
事
は
何
を
し
て
い
る
の
？
❘
身
近
な
川
の
工
事
と
災
害

 

昭和28年、河川工事前の妙正寺川
『中野区の30年』中野区／編 1957年 より引用

台
風
の
被
害
を
受
け
て
、
昭
和
34
年

度
か
ら
の
第
二
次
土
木
設
備
整
備
で
は
道

路
の
舗
装
や
河
川
改
修
の
１
０
０
パ
ー
セ

ン
ト
達
成
が
目
標
に
据
え
ら
れ
、
重
点
的

に
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
妙
正
寺
川

上
流
部
も
護
岸
が
整
備
さ
れ
た
の
で
す
。 

 

◆◆
集集
中中
豪豪
雨雨
にに
対対
応応
すす
るる
平平
成成
かか
らら
令令
和和
のの
工工
事事

平
成
17
年
９
月
４
日
夕
方
か
ら
５
日
未
明
に

発
生
し
た
集
中
豪
雨
は
杉
並
区
下
井
草
の
観
測
所

で
は
１
時
間
あ
た
り
１
１
２
ミ
リ
、
総
雨
量
２
６

３
ミ
リ
を
記
録
し
ま
し
た
。
妙
正
寺
川
・
善
福
寺

川
が
溢
れ
、
新
宿
区
、
中
野
区
、
杉
並
区
で
大
規

模
な
浸
水
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
野
方
３
丁
目

を
は
じ
め
護
岸
の
破
損
も
発
生
し
た
こ
の
時
の
集

中
豪
雨
で
は
野
方
図
書
館
も
浸
水
被
害
を
受
け
て

い
ま
す
。

こ
の
被
害
を
受
け
、
妙
正
寺
川
・
善
福
寺
川
両

河
川
で
浸
水
２
千
戸
以
上
の
被
害
が
発
生
し
た
地

域
に
対
し
て
、
概
ね
５
年
で
緊
急
的
に
河
川
整
備

を
行
い
、
災
害
の
再
発
防
止
を
図
る
河
川
激
甚
災

害
対
策
特
別
緊
急
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
近
年
の
集
中
豪
雨
な
ど
の
状
況
に
対
処
す
る

た
め
、
都
は
、
平
成

２６
年
度
に
「
東
京
都
豪
雨

対
策
基
本
方
針
」
を
改
定
し
、
河
川
の
整
備
水
準

を
時
間
５
０
ミ
リ
降
雨
か
ら
時
間
最
大
７
５
ミ
リ

降
雨
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
５
０
ミ
リ

降
雨
は
河
川
整
備
で
対
応
し
、
こ
れ
を
超
え
る
降

雨
に
対
し
て
は
、
調
節
池
等
で
対
応
す
る
こ
と
を

基
本
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
野
方
図
書
館
付
近
で

行
わ
れ
て
い
る
河
川
整
備
工
事
も
こ
の
事
業
に
連

な
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

河
川
整
備
は
、
昭
和
の
工
事
の
際
に
比
べ
て
ビ

ル
や
住
宅
が
河
川
沿
い
に
さ
ら
に
密
集
し
て
い
る

う
え
に
、
１
０
０
メ
ー
ト
ル
お
き
に
か
か
っ
て
い

る
橋
梁
の
架
け
替
え
を
伴
い
な
が
ら
の
工
事
と
な

る
こ
と
か
ら
、
工
期
の
長
期
化
が
懸
念
さ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
調
節
池
を
適
所
に
設
置
し
て
、
河
川

の
水
を
貯
留
、
下
流
に
洪
水
の
影
響
が
な
い
よ
う
に
担
保
し
て
、
そ
の
上
流
に

向
け
て
工
事
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
同
一
河
川
の
複
数
工
区
で
事
業
を
進
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
工
期
の
短
縮
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
既
設
護
岸
は
ブ

ロ
ッ
ク
積
み
で
し
た
が
、
新
設
の
護
岸
に
は
場
所
打
擁
壁
ま
た
は
、
本
体
が
鋼

管
ま
た
は
Ｈ
形
鋼
の
自
立
構
造
で
、
そ
の
前
面
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
被
覆
す
る

構
造
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

鋼
管
の
埋
設
に
は
鋼
管
自
身
を
回
転
さ
せ
圧
入
す
る
工
法
が
採
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
野
方
図
書
館
を
訪
れ
た
方
の
中
に
も
、
大
き
な
鋼
管
が
回
転
し
な
が
ら

地
中
に
埋
め
ら
れ
て
い
く
様
子
を
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
鋼
管
が
柱
列
状
に
打
設
さ
れ
、
そ
の
鋼
管
上
に
仮
設
構
台
が
設
置
、

延
伸
し
な
が
ら
さ
ら
に
鋼
管
を
そ
の
先
に
設
置
し
て
い
く
と
い
う
作
業
が
繰
り

返
さ
れ
、
鋼
管
杭
打
設
完
了
後
に
既
存
の
護
岸
の
撤
去
や
河
川
の
掘
削
な
ど
を

行
っ
た
う
え
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
パ
ネ
ル
護
岸
が
構
築
さ
れ
ま
す
。

設
置
さ
れ
た
仮
設
構
台
は
、
現
在
工
事
が
進
む
東
京
都
立
中
野
工
業
高
校
の

校
舎
建
て
替
え
の
た
め
、
野
方
の
入
り
組
ん
だ
細
道
を
入
る
こ
と
の
で
き
な
い

重
機
の
通
り
道
と
し
て
利
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。
中
野
工
業
高
校
の
校
舎
建
て

替
え
工
事
が
完
了
後
、
河
川
の
掘
削
や
護
岸
整
備
を
行
い
ま
す
。
三
谷
橋
付
近

ま
で
延
伸
し
て
き
た
仮
設
構
台
を
撤
去
、
新
昭
栄
橋
方
向
に
護
岸
整
備
を
進
め

な
が
ら
戻
っ
て
き
ま
す
。

【参考文献】
『中野区民生活史』第３巻（1985 年 中野区 所蔵：中央 野方 南台 鷺宮 江古田 上高田 中野東）
『図説江戸・東京の川と水辺の事典』（2003 年 柏書房 所蔵：中央 野方）
『中野区の 30 年』（1957 年 中野区 所蔵：中央 南台 鷺宮 江古田 上高田 中野東）
『神田上水竝同支流妙正寺川改修工事概要』（東京府 1940 年 所蔵：東京都立図書館）
『土木施工』 59 巻 9 号(オフィススペース 2018 年 所蔵：東京都立図書館)

【参考 WEB サイト】
「東京都建設局ホームページ」https://www.kensetsu.metro.tokyo.lg.jp/

４月 18 日現在

※この記事は野方図書館が担当しました。

現在の工事現場の様子
野方図書館屋上より撮影

そ
し
て
左
右
護
岸
の
横
に
は
河
川
管
理
用
の
通
路

が
設
置
さ
れ
ま
す
。
こ
の
通
路
は
普
段
は
一
般
の
方

も
歩
く
こ
と
が
で
き
、
工
事
完
了
後
に
は
妙
正
寺
川

沿
い
を
散
策
し
な
が
ら
図
書
館
へ
訪
れ
る
と
い
う
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

工
事
は
令
和
13
年
度
の
終
了
予
定
を
目
指
し
、

作
業
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

※ 

本
誌
の
掲
載
内
容
・
お
知
ら
せ
情
報
は
記
事
作
成
当
時
の
も
の
で
す
。

https://www.kensetsu.metro.tokyo.lg.jp/



seebiblia P.6お知らせ・次号予告・編集後記

なにが問題か？

の巻
まき

No.055

vol.56　2022年 8 月末日　発行予定
※予告の内容は変更になる場合があります

・○○に備える！
・防災関連
・南台図書館

特集特集

次号予告

♪ ブックトリップって響きが好きなので
今回使ってみました。自宅にいながら
妄想トリップできる本は偉大…（Se）

♫ 早く気軽に海外旅行ができる世の中に
なってほしいなあ。（Y）

♬ 今回、生まれて初めて 4 コマ漫画の原
案を担当させて頂き、「原作者」の気
分を味わえました！

編集後記

※ 

本
誌
の
掲
載
内
容
・
お
知
ら
せ
情
報
は
記
事
作
成
当
時
の
も
の
で
す
。

p2-3　中野と国際交流　＜参考文献・WEB＞
・『区民訪中団』中野区国際交流協会／編、中野区国際交流協会、2017 年
　所蔵：中央（禁帯）・野方・南台・鷺宮・上高田・中野東

・『地球の歩き方　D03　2019 ～ 20　北京』地球の歩き方編集室、ダイヤモンド・ビッグ社、
　2019 年　所蔵：中央・鷺宮

・『ソウル 25 区＝東京 23 区』吉村剛史／著、パブリブ、2021 年　所蔵：中央
・『地球の歩き方　C10　2020 ～ 21　ニュージーランド』地球の歩き方編集室、
　ダイヤモンド・ビッグ社、2019 年　所蔵：中央

・『中野・ウェリントン友好子ども交流記録 2018』『〃 2019』中野区国際交流協会／編、
　中野区国際交流協会、2019・2020 年　所蔵：全館（中央は禁帯）

・中野区ホームページ　https://www.city.tokyo-nakano.lg.jp/

中央図書館　映画会
 6月 『とうもろこしの島』2014年公開  100分（DVD 上映）
 夏休み映画会
①『岬のマヨイガ』2021年公開  105分（DVD 上映）
②『父と暮せば』2004年公開　99分（DVD 上映）
③『長編アニメーション映画 アルプスの少女ハイジ』
　　1979年公開　107分（DVD 上映）
④『オズの魔法使い』1939年公開　101分（DVD 上映）

日時：6月…令和4年6月25日（土） 
　　　夏休み映画会…
　　　➊令和4年7月30日（土）
　　　❷令和4年8月6日（土）
　　　➌令和4年8月14日（日）
　　　➍令和4年8月27日（土）
　　　 10:00 ～（開場 9:30）/ 14:30 ～（開場 14:00）
　　　※すべての会で、上記の通り午前と午後に1回ずつ上映します
場所：中央図書館地下2階　セミナールーム
定員：各回15名（予約申込制 / 先着順）
受付：6月…令和4年6月4日（土）　9:00より
　　　夏休み映画会…令和4年7月2日（土）　9:00より
　　　中央図書館カウンターまたは電話：03-5340-5070にて
※日本語字幕・音声ガイドなし
（『岬のマヨイガ』にはバリアフリー日本語字幕あり。音声ガイドなし）

『シイビブリア』は次号（56号）より季刊誌（年4回発行）として生まれ変わります。
より一層、皆様に楽しんでお読みいただけるような図書館報を心がけてまいりま
すので、引き続き手に取っていただければ幸いです。
これからも『シイビブリア』をどうぞ宜しくお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集部一同

お知らせ

https://www.city.tokyo-nakano.lg.jp/




